
 

  

 

 

 

＜学校教育目標＞ 
自立と貢献  対話と融和  健康と思いやり 

  ～ 一人ひとりが自分に適した生き方を実現する力がもてる子を育てます ～ 

・よりよい生き方を創るため、自ら学び、考える力を育てます。（知） 

・豊かなかかわりを通して、互いに認め合い、育み合う心を育てます。（徳） 

・全ての生命を大切にする心と健やかな体を育てます。（体） 

・社会の一員として貢献できる態度を育てます。（公） 

・様々な人々とのコミュニケーションを通じてグローバルな視野を育てます。（開） 

 

「ピンクシャツデー」 

校長 鈴木 均 

遅くなりましたが、あけましておめでとうございます。 

今年は午年にちなんでというわけではないですが、精神的（気持ち的）にアクティブに過ごしていきたいと思います。

今年もよろしくお願いします。 

さて、皆さんは「ピンクシャツデー」を知っていますか。 

どこかでこのポスターを見かけた人がいると思います。ピンクシャツデーは、カ

ナダの高校生たちが始めた「いじめ反対」の取り組みで、今では世界中に広がる大

きな運動となっています。 

2007 年、カナダで中学３年生の男子生徒がピンク色のシャツを着て登校したこと

をきっかけに、性的ないやがらせや暴力を受けるという出来事がありました。それ

を知った高校生２人が「いじめはもうたくさんだ」と立ち上がり、大量のピンクシャツ

を買い集め、翌日に皆で着ようと呼びかけました。 

翌朝、学校に向かうと、多くの生徒たちが自分でピンク色の服や小物を身につけて

登校してきていました。呼びかけの輪は広がり、学校中がピンク一色になったので

す。この行動によっていじめを受けた生徒は安心して学校に通えるようになり、そ

の学校ではいじめが自然と消えていったといわれています。 

この学生たちの勇気ある行動が大きな広がりを見せ、2008年にはカナダで 2月最終水曜日が「ピンクシャツデー」と

して正式に定められました。 

現在では 180を超える国や地域が参加する世界的な運動となり、日本でも2011年に「日本ピンクシャツデー」団体が

設立されて以来、各地で企業や学校、地域団体が「いじめストップ！」を広めています。神奈川県でも 2月 25日(水)

を中心に様々なイベントが行われます。  

11月にもお話ししたように中川西中学校でも、残念ながらいじめがまったくのゼロとはいえません。 

大切なのは、「いじめをなくしたい」という気持ちを持つだけでなく、“小さな一歩”を行動に移すことです。 

・困っている人に声をかける  

・いやな言動を見たら軽くでも「やめようよ」と伝える 

・仲間外れにされていそうな人に「一緒にやろう」と声をかける 

そうした小さな行動の積み重ねが、学校全体の空気を変えていきます。 

今年こそ、一人ひとりができることから行動し、中川西中を「いじめゼロ」に近づけていきましょう。 
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 令和7年度の就学援助の申請は、２月２0日（金）まで受け付けています。申請を希望される方は期日までに申

請書を事務室へご提出ください。ご不明な点は中川西中学校事務室までお問い合わせください。 

※令和７年度、既に認定されている方については、今年度の手続きは不要です。 
 

 

 

1年生は11月28日に様々な職種の方を講師としてお迎えし、職業講話が実施されました。 

当日は 3つの職業による講話を聴き、事前に考えてきた質問を積極的にしていました。事前学習を含め、講話を

聞く中で「働く」とはどういうことなのかを学んでいきました。中には、働く様子の実演や商品を持ってきてくださった

講師の方もいらっしゃったので、楽しみながら学ぶことができたようです。 

事後学習では講話で学んだ内容をもとにポスターを作成しました。生徒それぞれが自分なりにその職業のやり

がいや魅力を考えて、周囲に伝えるためにどうすればいいかを考えながら作成していました。そして、ポスター作成

とともにお礼の手紙を書きました。 

この職業講話を通して、「働く」についてどういうことなのかを学ぶとともに講師の方に対するマナーやポスター

作りの工夫、手紙の書き方など様々なことを学び、成長することができました。 

 

 

２年生は、１２月から１月にかけて京都の中学生と交流をしました。来年度行く修学旅行へ向けて、事前学習として

行ったものです。zoomによって、リアルタイムで京都の中学生と会話をできたことは貴重な経験となりました。 

最初は緊張気味でしたが、徐々に会話もはずみ、京都の方言につられそうになったといった感想をもっている子

どもたちも多くいました。 

また、中学生ならではのおすすめの観光スポットやお土産について聞いたことで、京都についてより多くのことを

知りたくなったと振り返っていました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１学年 職業講話 

２学年 京都の中学生とのオンライン交流 

就学援助申請の締め切りについて 



 

 

 １２月２２日、２３日の３年生の英語の授業でSEPro(Super English Program)を行いました。SEProでは近隣

校に勤務されている複数のAETの先生方とともに英語によるコミュニケーション活動を行います。 

３年生は英語によるディベートに取り組みました。「学校に標準服は必要か」など身近なテーマについて賛成派、

反対派に分かれ、それぞれの立場で意見を述べ合い、質問をし合ったりしたのちに、どちらの意見がより説得力が

あったかについてAETの先生に判定をしていただきました。どのグループもそれぞれの立場での考えを深め、相手

の班に伝えることができました。 

ディベートに加わったＡＥＴの先生方からは、「どのディベートでもそれぞれのグループの意見が充実しており、判

定が難しかった」、というコメントもいただいています。今後も授業での活動を通して、英語での実践的なコミュニケ

ーション能力を養っていくよう努めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

1月 28日（水）、本校図書館にて１～２年生保護者を対象とした「多様な進路セミナー」を実施しました。通信制

高校の進路情報を発行している出版社（学びリンク）、私立の通信制高校（明蓬館高等学校・クラーク記念国際高

等学校・飛鳥未来高等学校）の職員の方々に講演していただきました。通信制高校やサポート高校に入学する生徒

が年々増加していること、通信制高校やサポート高校の仕組み、各校の特長など、職員にとっても参考になる情報

をご提供いただきました。 

今回４回目の企画となりました。例年、参加した保護者の方々からご好評をいただいたことから、今年度より PTA

と共催するかたちで、中学校ブロックの各小学校にもお声がけする運びとなりました。中学卒業後の多様な進路選

択のニーズに応えるために、来年度以降も継続していけたらと考えております。 

多様な進路セミナー 

３学年 ＳＥＰｒｏ 



令和７年度 ２月行事予定表 横浜市立中川西中学校
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○セクシャルハラスメント等 ご相談窓口 

・担当：保健室(養護教諭)   福村 育子・石橋 美樹 

        スクールカウンセラー 關 朋子・山下 由紀子 

        ｽｸｰﾙｿｰｼｬﾙﾜｰｶｰ      杉本 純子 

        生徒指導専任教諭   菅沼 大祐 

○その他 学校でのご相談窓口 

・担当：副校長 稲冨 洋一郎  045-912-1270 

○横浜市教育総合相談センターでのご相談 

 ・一般教育相談(小・中学生の子どもに関する相談) 

  045-624-9414 

 ・学校生活あんしんダイヤル   045-624-9081 

○都筑区子ども家庭支援相談  045-948-2349 

○よこはまこども・若者相談室  

LINEアカウント（QRコード） 

 

各種相談窓口について 

心のなんでも相談日のご案内 

○中川西中学校 スクールカウンセラー（SC） 

□来校日 原則毎週火，水曜日 

    火曜日(關SC)  2月3/10/17/24日 

水曜日(山下SC) 2月/4/18/25(PMのみ)日 

※ご利用の際は下記番号から予約をしてください。 

※SSW(スクールソーシャルワーカー)も毎月来校しています。 

□相談時間 １０時～１７時 

□場所 本校Ａ棟１Ｆ 

  教育相談室（保健室となり）  

□相談日のみ直通電話 045-911-9671 

  中学校電話番号 045-912-1270 

本校の学校薬剤師、田口聡子さんが横浜市学校保健

永年勤続者（２０年表彰）の受賞者として表彰されました

ので紹介させていただきます。いつも本校生徒の健康の

ためにお力添えいただいております。今後ともよろしくお

願いいたします。 

学校薬剤師さんが表彰されました 

いじめ予防・解決に向けて 

「学校いじめ防止基本方針」を２月に改訂し、３月に学

校ホームページに掲載します。「いじめ」は誰もが当事者

になリ得るものであり、それを予防するためには学校を主

体とした家庭、地域、その他専門機関との連携が不可欠

です。また解決に向けても学校を中心に連携を取りなが

ら対応していく必要があります。「いじめの定義」を生徒

も含めた多くの人に認識してもらい、多くの方が参画する

中で、誰もが安心して過ごせる学校づくりを進めていきた

いと思います。 


